













An attempt to refine empathetic listening skills for suicide crisis intervention: From the perspective 
of motivational interviewing and its theoretical background 
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で，その問題に対し，動機づけ面接（Motivational Interviewing, 以下, MI）という面接技法
及び MIとの関連が指摘されている自己決定理論（Self-Determination Theory, 以下, SDT），



































































であり，上述した知見のいずれもがこの特徴を指摘している 14) 20) 22) 26)。この両価的感情に
ついては，どのように対応すれば，死と生のアンビバレントな感情を生の方向へ傾けるこ





















自殺予防への活用には，Britton らによる一連の研究がある 3) 4) 5)。 
 MIでは，アンビバレントな状態に対して，共感を表現する（Express Empathy）（第 1原
則），矛盾を拡大する（Develop Discrepancy）（第 2 原則），抵抗を手玉にとる（Rolling with 
Resistance）（第 3原則），自己効力感を援助する（Support Self Efficacy）（第 4原則），とい




返し，要め）がある 12)。O は Open Question であり，複数選択肢で応答可能な質問ではな
く（Closed Question），必ず自分で考えて答えさせるようにすることを意味する。A は Affirm
であり，MI独自の共感方法を示している。MIでは，相手の話の内容全てに共感をするの
ではなく，変化につながるような発言や言い方にのみ選択的に是認を与えるようにする。
R は Reflective Listening であり，相手が述べた言葉を選びつつ反射させていくことを意味
する。この際，オウム返しのように単純に聞き返すこともあれば，話の中に矛盾がある場
合に，矛盾がわかりやすくなるよう並べて聞き返す，といったことも行われる。面接の中





































 ①葛藤の明確化＝Develop Discrepancy（第 2 原則） 
 ②変化することの利益及び変化しないことのコストへの共感によるチェンジトークの強化 
 






























があり，DARN-CAT と略される。DARN-CAT の D は Desire（願望），A は Ability（能力），
R は Reason（理由），N は Need（必要），C は Commitment（コミットメント），A は Activation




























































 そして SDT では自律性，有能性，関係性の 3 つの心理的欲求が満たされた際に，外発的
に動機づけられた行動が自律的／内発的なものとなりパーソナリティに統合されていくと
仮定されている 21)。つまり，SDT の観点から解釈すると，主に，MI の第 4 原則が有能性





 SDT により MIの有効性及び作用機序については理解可能なものの，SDT により説明が
できない部分も MIには存在する。それは，チェンジトークについてである。 













































その多くの部分について SDT で説明可能であるが，一部，チェンジトークについては SPT
を援用することになる。この問題について，SDT の提唱者である Deciらは，チェンジト
ークは自律性がサポートされた結果として出てくるものだと考えることができるとしてい
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